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 1997(平成 9)年 11月 23日、創立 50周年記念式典が加古川市民会館で

開かれ、全社員および定年対象者が一堂に会した。記念式典当日は快晴

に恵まれた日曜日で、早朝より市民会館のホールは総勢 600 人近い出席

者で埋め尽くされた。物故者への黙祷の後、記念式典は、紅白の獅子に

よる華麗な祝い舞いから始まり、理念唱和、長谷川吉弘社長挨拶へと移

った。 

 長谷川吉弘社長は、50年を振り返り、今後、優良企業となるためには、

創業時の精神に立ち返り、自分の頭で考え、自分の体で実行しなければ

ならないと訴えた。永年勤続者の表彰後、マルチスライド「ハリマ化成

50年の歩みと未来」が上映され、映像で創業時から現在までが紹介され、

未来ビジョンでは将来のあるべき姿が示された。大型スクリーンに写し

出された画面に現役時代を懐かしむ者、あらためて当社の歴史を認識し

た者など強い感銘と印象を与え、当社の歩みと未来を全員が理解すると

ともに、心をひとつに“新たなる出発”を誓いあった。 

 松田晃作曲の新社歌の発表は、各事業所代表 50人が舞台に上がり、客

席と合わせた大合唱で新社歌の制定を祝った。評論家の草柳大蔵による

記念講演では、世界から見た日本の姿や経済問題、これからの発想の仕

方、考え方など、いろいろな角度からの話があった。 

 記念パーティーで、長谷川会長は、今までの思い出を語るとともに、

何事も互いに話し合い、キャッチボールをすることの大切さを述べた。

パーティーは華やかな雰囲気に包まれ、久しぶりに会った人たちの会話

がはずみ式半ばには松友会荒木久雄会長の激励の言葉もあった。アトラ

クションの事業所対抗かくし芸大会、全員参加の福引大会と大変な盛り

上がりをみせ、最後は三本締めで閉会した。 

 

創立 50周年記念行事プログラム 

 

記念式典  オープニング 「連獅子の祝い舞い」 

      理念唱和 

        社長あいさつ 
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         表彰 永年勤続表彰 

            安全職場表彰 

            新社歌最優秀賞表彰 

         マルチスライド「ハリマ化成 50年の歩みと未来」 

         新社歌「明日に向かう」合唱 

記念講演  テーマ「よみがえる日本」  草柳大蔵 

記念パーティー 

         会長あいさつ 

         シャンパンツリー披露 

         乾杯 

         松友会代表あいさつ 

         事業所対抗かくし芸大会 

         福引き 

         中締めあいさつ 

 

 

 新社歌「明日に向かう」が 1997(平成 9)年 11 月に制定され、創立 50

周年記念式典で発表された。これまでの社歌は 1959年 2月に制定された

もので、歌詞に「加古の流れに…」とあるように、ローカル色が強かった

ことから、創立 50周年企画委員会で、グローバルな視野を持ち、次の時

代にも通じる新社歌の制定を提案された。 

 新社歌の歌詞は社員から公募し、29点が寄せられ、社内審査を経て、

作詞家の下園弘明が最終審査をし補作した。一席(最優秀作品)に選ばれ

たのは、当社のロケーション、ビジョン、力強さがうまく盛り込まれ、幅

広い年齢層に親しまれる歌詞であり、全体構成が素

晴らしいとの評価を受け、これがベースになった。

歌詞完成後、松田晃が作曲して新社歌が完成した。

新社歌は、8月に東京録音大阪スタジオで録音され、

TDKで CDプレスし、10月に全社員に配布された。 

 なお、旧社歌「加古の流れ」を廃止するのは惜し

いという声が上がり、社歌 1として残された。 

 

 

 
新社歌「明日に向かう」CD 
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 創業以来、当社はネーバルストアズ事業と共に成長してきた。粗トー

ル油処理量の増加に伴って、当社の基盤が拡大してきたことは、当社の

歴史が物語っている。1958(平成 33)年 10月、わが国最初のトール油精留

プラントを完成し、年間処理能力 4300 ﾄﾝ、1960年 10月、C塔増設で 7000

ﾄﾝになった。国産粗トール油から輸入粗トール油へ切り代わり、1967年

9 月、一挙に 2 万ﾄﾝへ大改造を行った。1973 年 8 月、世界初の無公害ク

ローズドシステムのトール油精留プラントを完成させた。1997年 11月、

粗トール油年間処理７万ﾄﾝ体制が打ち出され、いよいよ能力を最大限に

発揮する運転に入る。この事業拡大のチャンスを確実に業績に結びつけ、

揺るぎない地位を築かなければならない。卜一ル油事業は、当社にとっ

てはこれまでもこれからも核となる事業であり、これに付加価値をつけ

ていくことによって、さらに大きく事業規模を拡大することが約束され

ている。 

 

 

 

 当社は、開発型企業として、ハリマ化成でなければできない技術を数

多く生み出してきた。この路線は今後も変わることはない。必ずしも大

きな企業になる必要はなく、守備範囲は小さくとも、特定の分野で他の

追随を許さない企業として、オンリーワンの企業になることが望まれて

いる。これについて長谷川吉弘社長は次のように述べている。 

 「具体的には、『スーパーソルダー』ような、全く独自の圧倒的に優れ

た新しい技術が 3 つは必要である。このような技術が 3 つあれば、高収

益企業として、研究も自由にでき、さらに画期的な研究成果も期待でき

る。何事に対しても常にナンバーワンをめざして行動し、たゆまぬ前進

を続けていくハリマ化成の前途に、名実共に力あるオンリーワン企業の

姿が見えてくる」。 
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１. 俊敏な高成長・高収益企業となり、年率 2桁成長を目指す。 

２. 見える経営を確立し、明るくのびのびと働ける職場にする。 

３. グローバルスタンダードに対応したグローバル企業となる。 

 

 

１. 経営資源の傾斜投入、外部とのアライアンス強化により、新 

製品・新事業の育成、促進を図る。 

２. プロダクトアウトからマーケットインへ発想を転換する。 

３. 活力のある企業風土を創る。 

４. グローバル化を進める。 

５. ネーバルストアズ事業でリーダーシップを発揮する。 

６.地球環境の向上に努める。 

 

 

 ビジョン実現のための行動計画として、3 カ年中期計画を策定するた

め、中期計画(1998 年度～2000 年度)策定プロジェクトチームが 1997 年

12月に設けられた。今後は、中期計画をもとに年度計画を立て、常にビ

ジョン達成へ前進することが必要である。そのひとつのステップは、一

言でいうと、売上高 500 億円を達成することである。それは、社員全員

の力を結集してはじめて達成される。 
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